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利用・用途・応用分野

硬水の軟化剤、ゴムやビタミンＣ の酸化防止剤、医薬品などの金属不活性化剤、
食品中の微量金属による変質防止剤

目的・課題 解決ポイント

半導体部材等を接合する際、接合時
に液相になった接合材の金属が半
導体部材等の内部に拡散し易く、半
導体部材等の性能劣化をもたらす問
題があった。

負極に炭素電極を用いて、電気分解
を行い、難分解性金属錯体を分解す
ると共に、負極反応により金属を微
粒子状で脱離し電解槽底に沈殿す
る。電解槽底に沈殿した金属粒は濾
過等で極めて容易に回収できる。
電気分解を行う電極（電圧）は、一般
に２．５ボルト以上の電圧を用いる。研究概要・アピールポイント
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従来分解除去が困難であったＥＤＴＡ錯体等の金属錯体の分解を可能にする。
排水中に含まれる重金属や有機物の減少を可能にする。
ろ過等の簡単な手段だけで有害な重金属類の除去や価値のある金属類の回収にも
有効に利用できる。
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